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はじめに

 2015年に「気候変動と北海道の遺跡」と題して、およそ、17,000年前から2,000年前にかけては
（宮塚　2015）、また、およそ2,000年前より1,000年前については、「気候変動から見た５世紀から10 
世紀の『北海道』」と題して、気候変動・災害や社会的変化を加味した人の動きを述べた（宮塚 2020）。 
 近年、水月湖の年縞から、姶良火山灰が降下した年代が、3万 0152±48年前と発表された（中川他 
2024）ことなどから、新たなデータを加えて、上記 2 編の論文を基に、改めて旧石器時代から、気候 
変動・自然災害が北海道に居住した人々にどのような影響を与えたのかを考えてみたい。 
１．年縞・氷縞・石筍 

 湖沼や海底から採取されたボーリングデータを解析し年縞を数えることによって、より細かな年代
を得ることができるようになり、年縞に含まれる花粉化石や、限定元素を比較することによって、温
暖化・寒冷化、湿潤・乾燥等の比較検討が行われるようになってきた（安田 2004 他、Broecker 2010）。 
 今回使用した年縞データは福井県水月湖（福澤・安田 1995）、鹿児島県屋久島（北川 1995）、鳥
取県東郷池（福澤 1995）、秋田県目潟（Yasuda et.al. 2011）、中国 Hulu 石筍（狩野 2012）、日本
海水温（松井他 1998）で、第 1 図・第 2図の左側にグラフとして表示した。グラフの右側が温暖化、
左側が寒冷化を示している。降水量は右側に行くほど多くなる。 
 また、使用した縄文時代の年代・土器・石器実測図・土器分布圏は各遺跡発掘調査報告書の他、以
下の論文から引用した。 

菊池徹夫 1984『北方考古学の研究』六興出版 
財団法人北海道埋蔵文化財センター 1997『美々・美沢―新千歳空港の遺構と遺物―』 
小林達夫編 1998『縄文土器大観Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ』小学館 
赤石慎三 1999「苫小牧地方の円筒上層式について」『苫小牧市埋蔵文化財センター所報』１ 
阿部義平 1999『蝦夷と和人』青木書店 
北沢 実・大鳥居千鶴 2009「十勝地方の縄文土器概観」『帯広市百年記念館紀要』第 27 号 
工藤雄一郎 2012『旧石器・縄文時代の環境文化史』新泉社 
旧石器時代の北海道の石器群データは、関東地方の石器群に関しては、下記の文献から引用した。 
直江康雄 2014「北海道における旧石器時代から縄文時代草創期に相当する石器群の年代と編年」 

『旧石器研究 10』 
戸沢充則編 2009 『月見野の発掘―先土器時代の転換点―』新泉社 
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旧石器時代の北海道（第１図参照） 

北海道考古学 51 輯では、17,000 年前以降を概観したので、それにあわせて、17,000 年以前をー 

（マイナス）表記した。

（１） イベントー04

北海道で発見されているもっとも古い年代を持つ資料は、現在のところ、帯宏市若葉の森遺跡から

出土した資料である（北沢他 2004）。C14 による較正年代は 33,000－28,000B.P.であり、幅を持っ

ている。石器は定型的なものは少なく、わずかに「切出形」ナイフと看取されるものが見られ、この

時期の関東地方で検出される「切出形」ナイフに類似する。相模野の編年（戸沢編 2009）では、姶

良丹沢（AT）火山灰の上位から出土しており、AT の年代が、中川が指摘したように、30152±48ca.B.P.

（年縞年代：中川 前掲書）とするならば、若葉の森の年代の中に入る。AT の降下が、西日本はお

ろか、関東～北海道にも影響を与えていたと考えられる。AT の全テフラ量は 450 ㎦以上と考えられ、

北海道にまで火山灰が到達している（町田他 1992）。大規模な人の移動が想起される。 

AT 降下以前は、関東地方では「不定形」ナイフが出土しており、今後北海道でもこうした資料が発 

見される可能性はある。火山ガラスの分析等、AT の検出が鍵を握ると思われる。 

（２）イベント-03

ステージ 1 以降三方湖（水月湖）のデータでは、極端な寒冷化が 2 回起こっている。その後、中国

Hulu 洞窟や日本海海水温データは温暖化しており、北海道に「縦長」ナイフ・「半面加工」ナイフが

出現する。温暖化に伴う、東北地方からの人の移動が考えられる。 

（３） イベントー02

25,000 年前後から、中国 Hulu 石筍、日本海海水温、三方湖（水月湖）データは寒冷化を示してお

り、ヴュルムマキシマシマムに相当する。これに相応するように、北海道では湧別技法を伴う細石刃

が出現すると。寒冷化に伴う大規模な北からの人の移動があったと想定される。千歳市柏台１A 地区

他からは確実に「スキー状スポール」が出土している。 

（４）イベント-01

20,000 年前から極端な寒冷化・温暖化は見られない。緩やかな寒冷化・温暖化を繰り返している。

温暖化の時期に南からの人の移動が考えられ、上川町日東遺跡からは大型の石刃・ナイフ状石器、今

金町ピリカ D 地点では、「有茎」ナイフと呼ばれる朝鮮半島で「剥片尖頭器」と呼ばれる（Official Guide 

to the National Museum of Korea）、明瞭な茎部を持つ尖頭器が出土している。 

（５） イベントー00

 緩やかな寒冷化・温暖化の寒冷化の時期に、「ホロカ技法」細石核と「荒屋型」彫器を伴う石器群を

伴う集団が南下してきたと想起される。厚真町上幌内モイ遺跡では、「スキー状スポール」は出土して

いない（厚真町教育委員会 2004－2007）。 
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２．縄文時代の北海道（第１図参照） 

北海道考古学 第 51 輯（2015 年）ではこの時期以降について概観した。今報告では、主にイベン

トⅢについて新しいデータいれて紹介する。

（１） イベントⅠ

急激な温暖化が世界各地で確認されているが、日本周辺の年縞・石筍データを見れば、東郷池（福

澤 前掲書）以外は極端な変化は見られない。目潟の降水量データは大きく湿潤化を示している。 

本州以南では、「隆起線文」・「爪型文」・「無文」/尖底・平底土器が細石刃核や周辺加工の尖頭器等

を伴って出現する。北海道では帯広市大正 3 遺跡から「爪形文」・「縄文」/尖底土器が石鏃・有茎尖頭

器・掻器・幅広な尖頭器様石器・ノッチ状掻器等を伴って発見された。 

この時期、道東・道北部では「有舌（茎）尖頭器（立川ポイント）」が出現するほか「荒屋型」彫器・

細石刃が出現する。土器は伴っていない。増田遺跡から「無文土器」が発見されたとの情報があるが、

詳細は不明である。これらは急激な温暖化の後の Y.D.(ヤンガー・ドリアス：「寒の戻り」)に当たる

とも考えられるが、大正遺跡以外北海道では、この時期の遺跡が発見されていないので、詳細はわか

らないが、温暖・湿潤化に伴う、土器を伴った人の北上があったことは明らかである。 

（２） イベントⅡ

Y.D.(ヤンガー・ドリアス)の寒冷化の次の温暖化に呼応して、関東地方では、「撚糸文・縄文」土器

が、中部地方以東では「押型文」土器群が出現する。東郷池と目潟のデータを比較すると、温暖化が

約 1,000 年ずれており、東郷池の温暖化の時期に「押型文」土器が、目潟の温暖化の時期に「貝殻文」

土器の出現が対応する。 

（３） イベントⅢ

「8.2ka」に対応する、寒冷化の時期であるイベントⅡからⅢにかけて、北海道の様相を詳述してみ

たい。1993 年に同じ趣旨のことは述べたことがあるが（宮塚 1993）、それ以降、資料が増加したの

で、改めてここで概観したい。 

 第１－１図にこの時期の遺物を第１～４段階に分けて記載した。遺物の実測図は各遺跡発掘調査報

告書・市町村史から転載した。 

 第１段階では、道南部西股遺跡から尖底（？）貝殻文・縄文土器と石鏃・箆状削器・断面三角形の

稜線に擦痕の残る磨石（第 1—1 図緑点線で区画）が出土している。道央部では新ひだか町（旧静内町）

駒場遺跡から上下２層に分かれて遺物が出土している。下層にはホタテ貝圧痕、口縁部に刺突文も見

られ、道東部との関連もうかがえる。上下層とも土器は平底である。石鏃は伴っていない。箆状の削

器と長軸・短軸に打ち欠きのある石錘が見られる。道東部に行くと、土器は平底で、ホタテ貝圧痕が

見られる。石器組成を見ると石鏃はあるが、彫器（第 1—1 図青線で区画）が卓越する。 

 第 2 段階になると、道央部の有珠川 2 遺跡では尖底・平底土器が混在するが、それ以外は道南部で

は尖底、道東部では平底と明瞭に分かれる。口縁部円形付瘤も、有珠川２遺跡では 1 点みられる。石

器群を見ると、道南・道央部では「つまみ付きナイフ」が出現するが、道央部には見られない。石錘

は道南部では長軸に打ち欠きをもつもの、有珠川 2 遺跡では短軸に打ち欠きを持つもの、道東部では

長軸に打ち欠きを持つものと別れる。 
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第 1－1図 「8.2ka」・樽前ｄ降下期前後の北海道の様相 

第 3 段階は、樽前ｄ火山灰降下以降とした。現在までのところ、樽前 d 火山灰層の下位より、石刃

鏃が出土した例はない。道南部では第 2 段階から引き続き、土器は尖底貝殻文、石鏃・「つまみ付きナ 

イフ」・磨石・長軸に打ち欠きを持つ石錘が存在する。一方、道央部にまで石刃鏃が南下してきており、

絡条体圧痕文を施文した平底土器が特徴的である。石器は石刃鏃のほか、彫器を伴い、石刃の側縁を

少し打ち欠いた「つまみ付きナイフ」も見受けられる。 

 第 4 段階になると、道南部にも平底土器が出現する。道央部は細かな縄文や絡条体圧痕文が隆盛し、

石器群は、薄い柳葉形の石鏃、「松原型」と呼ばれる「つまみ付きナイフ」、磨石、道東部でも道央部

と同様な文様要素を持つ土器（縄文他粒が荒い）・石鏃・「松原型つまみ付きナイフ」が出現する、 

 第 1 段階から、第 4 段階までを概観すると、第 1 段階では道央部・道東部（石狩低地帯以東）が同

一の文化圏と思われ、ホタテ貝圧痕・円形刺突文の存在は北・東から人の動きを想起させる。北から

の人の動きは「8.2ka」の寒冷化によってもたらされたと考えらえる（宮塚 1993）。 

第 1 段階で道南部に貝殻文尖底土器群が移入し始め。貝殻文尖底土器群を伴う集団が本格的に移入

してくるのは第 2 段階以降で、函館空港中野遺跡等、大規模な集落がつくられる。「つまみ付きナイ

フ」・磨石を備えており、吉崎昌一は「ヒエ」の栽培を考えた（吉崎 2003）。

第 2 段階の人の移入も、有珠川 2 遺跡の遺物群を見ると、道央部（石狩低地帯）付近で止まったよ

うに思われる。有珠川 2 遺跡の遺物は間層を挟まず、樽前ｄ軽石層に覆われていた。 

第 3 段階は、道南部では相変われず、尖底貝殻文土器群、「つまみ付きナイフ」磨石を伴ったものが

多く、道央部から道東部は、石刃鏃が席捲する寒冷化を想起させる。また、磨石を持たないことも特 
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 第１－２狩場山東部 a地点の樹木花粉分布図（星野 1998）に加筆 

徴の一つである。狩猟的な要素が多い。 

第 4 段階になると、道東部まで撚糸圧痕文平底土器・「松原型つまみ付きナイフ」（第 1—1 図赤実 

線区画）が広まるが、磨石は出土していない。 

 こうしたことから、先に述べたように、第 1 段階の時期に寒冷化による人の南下（ホタテ貝圧痕・

彫器を持つ）、また、樽前ｄ火山灰降下後の寒冷化による人の動き（「石刃鏃」の南下）が想定される。

第 1 図の気候変動グラフを見ると、確かに、目潟や東郷池のデータは一時期寒冷化を示しているが、

遺跡から得られた年代とは若干新しい様相を示している。「8.2ka」寒冷化の原因が究明されていない

ので、はっきりしたことは言えないが、15,000～14,500 年前の Y.D.(ヤンガードリアス)の寒冷化と同

様に、氷床の溶解（Alley 2001）が原因であると考えられている。今回は考古資料からも 2 回の寒冷

化が想定されることを提言したい。第 1 段階の寒冷化が「8.2ka」の寒冷化、第 3 段階の石刃鏃石器群

の南下は樽前ｄ火山灰降下による寒冷化によってもたらされたと提議したい。 

星野フサは狩場山東部の樹木花粉分析によって、8,476±185C14yrB.P.から 8,130±120C14yrB.P.

に 2 回の寒冷化・湿潤化があったと報告した。同様な現象は、中山峠近くの中山第 2 湿原でも認めら

れると報告している（星野・中村 2003）。 

樽前ｄ火山灰の降下後に、大規模な土石流が厚真川流域で起こっていることがわかった（第１－３

図）。土石流は、上下 2 層に分かれており、下層は、スコリアが卓越した層、上層は軽石が卓越した層

にわかられる。これが、1 回の土石流堆積で起きたものか、2 回に分かれて起きた現象かは判然としな

いが、中山第２湿原等で見られた 2 回の寒冷化・湿潤化にかかわる可能性も否めない。 
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第１－３ 厚真川上流域の樽前 d火山灰降下後の土石流分布 
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厚真川下流域でも樽前ｄを含む土石流の痕跡は確認されており、樽前ｄ火山灰の降下、それに伴う

寒冷化・湿潤化がもたらせた、大規模な土石流が厚真川流域を埋め尽くしたと考えられている（（近藤

他 2013）。 

（４） イベントⅣ

 7,300 年前の寒冷化の時期で、東郷池や三方湖（水月湖）では急激な寒冷化が見られるが、目潟で

は大きな変化は見られない。喜界カルデラ（噴出量 170 ㎦以上）（町田・新井 1992）の噴火による

寒冷化の影響と思われる。北海道で、東釧路系の土器が終焉を遂げ、縄文尖底や、「美々7 式」土器な

どが登場する。「美々7 式」土器は花積下層式土器に対比され、本州方面からの人に移動を想起される。

火山噴火がもたらせた人の移動を想定しなければならないだろう。 

（５） イベントⅤ

ヒプシサーマルと呼ばれる温暖期。円筒土器下層式土器が十勝地方まで流入する。また、東北地方

太平洋岸に多く分布する「大木 3 式」土器が、北黄金貝塚や虎杖浜 2 遺跡から出土している。北黄金

貝塚では、貝層から出土した動物依存体を精査した結果、サケの骨が少なく、反対に多くのブリの骨

を確認している（西本 2013）。同様に入江貝塚の調査でも、「サケは椎骨がごく少量であり、魚類は、

マグロ・カツオ・ブリ・スズキなど暖流系の魚類が多く見られた」と報告されている（西本・大島 1994）。 

注目しなければならない資料は、厚真町から出土した円筒土器下層式土器に焼成前の穿孔があるこ

とである（厚真町教育委員会 2014）。同様な資料は、富山県小竹貝塚（公益財団法人富山県文化振

興事業団 2014）からも出土しており、小児骨が中に埋納されていた、こうした資料は中国東北部に

多く、土器の器形・文様の類似性も高い（郭 2001、郭・陳 2009）。三内丸山遺跡からは、穿孔で

はなく、打ち欠かれた土器が埋葬に使われており（北の縄文研究会 2012）、同様な埋葬儀礼が行わ

れていたことがうかがえる。 

 この時期は中国では「長江文明」（梅原・安田 2004 他）が盛隆を極め、周辺の少数民族に圧力を

かけていた時期でもある。そうした少数民族が、「ボートピープル」となって、日本に渡来してきたこ

とは想像に難くない。篠田謙一も西遼河農耕民が 5000 年前ころ日本に渡来してきたと、DNA 分析か

ら仮説を立てている（篠田 2022）。 

 また時期が少し下るが、山形県中川代遺跡から中国の甲骨文字「生」、「之」等に似た「刻文付有孔

石斧」が発見されており大木 8a 式土器と共伴することが報告されている（浅川・梅木 1995、浅川・

安孫子 2002）。山形県では、他に青銅刀も発見されており、中国から渡来したものと考えられてい

る。こうした人の移動は、次のイベントⅥに継続する様である。 

（６） イベントⅥ

 「4.2ka」と呼ばれる寒冷期に相当する。ヒプシサーマルから寒冷化し、目潟では急激な寒冷化が見

られるが、東郷池三方湖（水月湖）では、大きな変化は見られない。「4.2ka」自体北緯 40 度以北で起

こった現象とされ、中国・日本で寒冷化とともに、湿潤化も起き（Wang 他 2016）、長江文明の崩壊

が指摘されている（Yasuda et.al. 2011）。縄文時代中期末から後期初頭にかけて、北海道の竪穴が、浅

く掘られるのも、こうした影響の可能性が高い。 
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七飯町桜町７遺跡（山田 2020）等で確認された土石流は湿潤化がもたらせたものかと思われる。 

（７） イベントⅦ

 「4.2ka」の直後に、目潟・三方湖（水月湖）東郷池とも温暖化する時期がある。「縄文後期海進」

と呼ばれる、後期前半の時期に相当する。「堀之内式系土器群」（小林編 1998）が礼文島まで北上す

る。 

（８） イベントⅧ

 「3.5ka」と呼ばれる寒冷化の時期。目潟では寒冷化は大きく現れているが、東郷池・三方湖（水月

湖）では、わずかに寒冷化が認められる程度であり、北日本に行くほど寒冷化が強かったと思われる。 

 中国でも洪水が起こっており、黄河文明の崩壊、「夏」王朝の成立等がこの寒冷化に影響よるものと

されている（Feng 2013）。 

（９） イベントⅨ

 およそ 2500 年前から 2000 年前、目潟のデータでは 2 回の大きな温暖化を示している。いわゆる「弥

生温暖期」と言われるものである。その直前はわずかに寒冷化している。亀ヶ岡系の土器群が後退し、

「幣舞」・「緑が丘」系の土器が道央部にまで進出する時期でもある。 

３．続縄文・「エゾ土師器」・擦文時代の北海道（第２図参照） 

 2020 年に、「岡田先生還暦記念論文集」に掲載した部分である（宮塚 2020）。新たに加えられた

資料を追加した編年表を第２図に掲載した。2020 年には「5 つの画期」に分けて記載したが、本報告

では、資料が増えた、Ⅰ期（5 世紀後半）とⅣ期（9 世紀中葉～後葉）について新たな見解を述べたい。 

（１）5世紀後半

 前論文でも、5 世紀後半期に、道央部を中心に、赤塗り土師器や須恵器が出土していることについ

て述べた。新たに、2023 年に礼文島香深井遺跡から 5 世紀代と思われる須恵器が出土した（第 2—1

図 礼文町教育委員会 2024）。 

 須恵器は、TK－23 型式（中村編年では 5 世紀後葉に位

置づけられる。）に比定される（中村 1995）。この須恵器

より上層から出土したとされる、かって、北海道大学北方

文化研究施設が調査した「陶質土器」を実測する機会を得

た。 

第２－２図に示したものがそれであり、USB 顕微鏡を用

いて表面を撮影した。胎土等を観察すると、滑石・海綿骨

針等が混入していることや、焼成状況から推測すると、陶

質土器というより、「湖西地区」で 6 世紀に作成されたものに類似する（後藤 1987）。 

 これらのことから、5 世紀後葉から 6 世紀前半にかけて、本州産の遺物が礼文島にももたらされて

いることが明らかになってきた。 

図２－１香深井遺跡出土須恵器 
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 第 2 図に示した編年表を見ると、5 世紀以前

にも東北地方に赤塗り土師器がもたらされてお

り、後北 C2-D 式土器と共伴している。5 世紀前

葉にさかのぼると思われる須恵器も出土してい

る。 

 気候グラフを見ると、東郷池では寒冷化続く

が、目潟や水月湖ではさほど寒冷化していない。 

いわゆる「古墳寒冷期」あたり。目潟の降水量

は増加している。 

 こうした気候変動の影響も加味していると思

われるが、当該時期の韓半島の社会情勢が悪化

し、多くの須恵器工人他が渡来してきたと考え

られている 

 渡来系の工人集団は、陶邑等に定着したであ

ろうが、この時期、宮城県大蓮寺窯も操業が開

始され、東北地方にも須恵器工人集団の製品が

広まっていく（高木 2010）。高木は奥州市中

半入遺跡が、この時期の須恵器他の供給基地で

あった可能性を示唆している。 

 当該時期には、恵庭市・江別市からも赤塗り  

土師器・須恵器が出土しており、これらの胎土

分析等から、供給先を特定する必要があろう。 

（２－２）９世紀中葉～後葉） 

 気候変動グラフを見ると、９世紀中葉から後葉にかけて、水月湖のデータは急激な温暖化・寒冷化

を短期間に繰り返している。データのとり方の問題もあるが、目潟、東郷池、屋久杉のデータも急激

ではないが、同様な変動を示している。さらに、古文書から AD850 年の庄内地震から AD877 年の「元

慶の乱」まで、自然災害や、地震が集中して起きていることがわかる。 

 第２－３図に札幌市内のいくつかの調査で確認された噴砂の検出された遺跡の断面を示した。ま

た、第３図に昭和 23 年に米軍によって撮影された航空写真から図化した地形図・竪穴群に、高畑宣一

が明治 27・28 年に調査した竪穴の配置図（羽賀 1975）を重ね合わせたものを提示した。 

K135 遺跡は札幌駅構内、K39 遺跡は北海道大学校内、H37 遺跡は丘珠空港内と栄町地点の 5 地点

を比較してみたい。K39 遺跡 8 次調査では B-Tm の下位でとどまっている噴砂と、それを突き抜けて

いる噴砂が確認された。６a 層から出土した須恵器長頚壺は、「五所川原産」であり、B-Tm 降下時期

と符合する。H37 丘珠空港内は噴砂が薄い擦文層を突き抜けているが、水平化している箇所は擦文層

の直上である。H37 栄町地点では、すべての噴砂が擦文層の下でとどまっている。これらのことから、

B-Tm降下以前に噴砂を伴う地震跡を確認することができたと言える。榊田朋広はH37栄町地点で「古

図２－２香深井遺跡出土「陶質土器」 
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い噴砂が、10世紀後半頃の
堆積した土層堆積後に噴出し
ている。」（榊田 　2020）と指
摘しているが、「10 世紀後半
、、、」の決定要素が示されて

いない。土器を見る限りそれ
より古い時期のものと考えた
い。 
札幌扇状地は南西から北東

に傾斜しているが、第 3図を
見ると、伏古川流域が突出し
て高くなっており、遺跡は厚
い洪水堆積層で覆われている。
丘珠空港周辺を除くと、竪穴
は多くない。 
こうした状況を考慮すると、

９世紀後葉の地震（庄内地
震・貞観地震）や陸奥国洪水
（ 859年）等が上述した、噴 
砂や、伏古川流域の洪水をも
たらせたのではないかと考え
るのも、一概には否定できな
いであろう。

まとめにかえて 

最初に気候変動と考古学事象を比較する文章を書いてから、10 年が経とうとしている。 
その間、気候変動と自然災害が人の動きに影響を与えてきたことを考えてきたが、近年、ますます 

その感が強くなってきた。 
多くの紙面を割いて、拙論を述べてきたが、ひとえに、気候変動・自然災害等を基に考古学は人の 

動きまで考古学は考えなければならないと思う一念からである。 
 今回やや詳しく述べた「8.2ka」の寒冷化・樽前ｄ火山灰降下期や AD5 世紀後半・9 世紀後葉の他 
新たな発見が見つかり次第、研究を進めたいと考えている。 
 最後になりましたが、発表の機会を与えていただいた、横山英介先輩、日ごろからご指導いただい 
ている岡田淳子・安田喜憲氏に感謝の意を表します。 

図２－２ 香深井遺跡出土「陶質土器」 
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Ｔ．Ｎ．99
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鳥木沢
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卜伝明花向Ｃ 城之台

共栄Ｂ 東釧路Ⅱ
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中ノ沢
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吉井城山

梨木畑

元和５

綱文式

小林
（6.680-6.430calBP)札内Ｉ

天王山式

田舎舘式Ｂ群
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福井岩陰Ⅲ層(15.210ca.BP)
新潟　小瀬が沢洞窟

福井　武者ケ谷

神奈川　寺尾 神奈川　相模野No.149

帯広大正３(14.738-13.876ca.BP)

タチカルシュナイⅤ

山形　日向洞穴

相生１

幣舞 鈴谷式土器

オホーツク式土器

トビニタイ
擦文土器

内耳土器

白滝服部台

白滝服部台２

＋無文土器？

大村新田

土台１

青森　櫛引（11.540ca.BP) 北海道　大麻１

松ヶ平

モサンル

川汲

大正6（11.100-10.200calBP)

八千代Ａ（9.410-9.040calBP)

駒場７

植苗式（円筒下層ｃ）

円筒下層b2式

嘉倉

大木囲鹿島
折本

上大屋東寺方7

仲ノ内Ａ

樽前ｄ（Ta-d）  8700ca.BP 樽前ｄ（Ta-d）  8700ca.BP

鬼界アカホヤ（K-Ah）  7300ca.BP

白頭山苫小牧（B-Tm）  AD937・938 十和田a（To-a）  AD915

Yo-PS3

相模野第２スコリア（S2S)

姶良Tn（AT）30152±48ca.B.P.
（中川他2024）

羊蹄第３（Yo-3）27-30000 C-14 B.P.
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大平山元Ⅰ(16.000-14.960ca.BP)

増田長崎　泉福寺(14.150ca.BP)

大浦山

白滝村
上白滝７

長万部町
オバルベツ２

今金町
ピリカD地点(18.450-17.730ca.B.P.)

Ta-d

To-Cu

To-a

大正８（8.300－7.670calBP)

美沢1

鳴川（北海道）

川西C（9.020-8.760calBP)

有珠川２

立川

札内N

＊約18.000年前（B.P.）より古い北海道の石器群データは、
　直江康雄　2014「北海道における旧石器時代から縄文時代草創期に相当する石器群の年代と編年」　
　『旧石器研究10』　から引用した。
＊＊南関東地方の旧石器時代編年は、
　戸沢充則編2009『月見野の発掘ー先土器時代の転換点ー』新泉社から引用した。
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暁

日新Ｆ
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ピリカE地点（25.520-21.940ca.B.P.)

白滝村
服部台２（19.180-18.740ca.B.P.)
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千歳市
柏台１A地区(24.560-23.930ca.B.P.)

千歳市
柏台１B地区(26.370-23.630cal.B.P.)

長万部町
オバルベツ２

遠軽町
上白滝８(28.430-26.110cal.B.P.)
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南関東Ⅰ期
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擦文土器
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半面加工ナイフ

細石刃（湧別技法）
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恵庭a(En-a)  20.500ca.BP

第１図　北海道の旧石器時代・縄文時代

鷹巣山
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1051　前九年の役

1062　安倍貞任討たれる

1083　後三年の役

1068-71　延久蝦夷の乱

秋田城（8 2/4 世紀）

秋田城（9 1/4 世紀）

江別
後藤 15 号墳墓

江別

後藤

茂漁４

十和田a

939 天興の乱

915十和田a（6.5k㎥）

937-38白頭山B-Tm（83-117k㎥）

877 出羽国凶作、元興の乱
873 陸奥国凶作
869 貞観地震

850 庄内大地震
859 陸奥国洪水、出羽国雹・霜

802 坂上田村麻呂　阿弓流夷ら征討

811 文室綿麻呂、爾薩体・閉伊村征討

749 陸奥国から黄金産出
740国分寺造営

759 浮浪人 2000 人を雄勝城の柵戸とする。

789 紀古佐美征東将軍、胆沢の蝦夷を討つ

733 秋田城（出羽柵）

715 相模等千戸、陸奥国に移住 712平城遷都

794 平安遷都

716 越後等百戸、出羽国に移住

648「磐舟柵を造営、、」日本書紀
647「淳足柵を造営、、」日本書紀

645 大化改新

705 陸奥蝦夷反乱、武蔵国救援

709 陸奥・越後国反乱、巨勢朝臣麻呂、、、

660「阿倍比羅夫、粛慎と戦闘、渡嶋蝦夷、大河、、、」

696 越度島蝦夷伊奈理武志、粛慎志良守叡草

に錦の袍袴（きぬはかま）、、、

（景行天皇 40 年）「日本武尊が蝦夷征討、、

陸奥国に入って日高見国に至り、、」日本書紀

宋書　倭王武上表文　「毛人（えみし・えびす）」

（欽明天皇 5年）「越国の佐渡島に粛慎人が漂着、、」

　日本書紀

（崇神天皇 11 年）「四道将軍、夷狄の平定、、」日本書紀

（崇神天皇 11 年）「夷狄が多く服属、、」日本書紀

（崇神天皇 11 年）「高志（こし）に、、相津（あいづ）、、」古事記
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658・659 年「阿倍比羅夫蝦夷征討、飽田（あきた）・淳代（ぬしろ）の蝦夷を

服属、有間浜で渡嶋蝦夷を饗応、羆二頭、毛皮 70 枚、」日本書紀
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第2図　続縄文時代 ・ 「エゾ土師器」 期 ・擦文時代の北海道
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